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令和 8年 10 月 13 日 

 
府内団体が内閣総理大臣賞を受賞！ 

～第６５回農林水産祭三賞受賞者が決定、11 月 23 日に表彰式～ 
 

■京都府では、幅広い地域活動を展開し地域の模範となる、むらづくりの優良事例

を農林水産省等が主催する農林水産祭の参加行事へ推薦しています。 

■京都府の毛原の棚田ワンダービレッジプロジェクトが内閣総理大臣賞を受賞し、

11 月 23 日(月・祝)に東京都内で表彰式が開催されますのでお知らせします。 

１ 表 彰 式 

  日時：令和８年 11 月 23 日（月・祝） 11：40～13：00 

場所：明治神宮会館（東京都渋谷区代々木神園町１－１） 

内容：収穫感謝の言葉、選賞審査報告、表彰、祝辞 

授与者：農林水産大臣 簗 和生（やな かずお） 

※表彰式終了後、当日写真の提供が可能ですので、希望される報道機関は、お問

合せまでご連絡ください。 

 

２ 受 賞 者 

部  門：むらづくり部門  賞：内閣総理大臣賞 

団 体 名：毛原の棚田ワンダービレッジプロジェクト（代表 水口
みずぐち

 一也
か ず や

） 

    【福知山市大江町毛原】 

受賞理由：別紙のとおり 

 

３ 表彰概要 

 〇農林水産祭 

農林水産祭に参加している表彰行事において、農林水産大臣賞を受賞した者の

中から、部門毎に天皇杯（全国１位）、内閣総理大臣賞（全国２位）、日本農林

漁業振興会長賞（全国３位）を授与。（昭和３７年から農林水産省と日本農林漁

業振興会の共催で開催） 

〇豊かなむらづくり全国表彰事業 

農林水産祭に参加している、むらづくり部門の表彰行事で、地方農政局が審査

会を開催し、むらづくりの優良事例に農林水産大臣賞を交付。 

 

＜参考：過去の京都府内受賞者（むらづくり部門）＞ 

平成 10 年度 内閣総理大臣賞 農事組合法人犬甘野営農組合 亀岡市 

平成 12 年度 日本農林漁業振興会長賞 常吉村づくり委員会 大宮町(現京丹後市) 

令和４年度 内閣総理大臣賞 下集落支援事業委員会 南丹市 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 農林水産部農村振興課 理事課長事務取扱 小塩  TEL 075-414-4905 

            主幹兼係長   大島  TEL 075-414-5036 

 

   

 式典のお知らせ 



  
令和８年度内閣総理大臣賞受賞者受賞理由概要 

むらづくり部門 

1000年つづく毛原の里づくり 

 
○集団等の名称 毛原の棚田ワンダービレッジプロジェクト（代表 水口一也） 
 
○所 在 地 京都府福知山市大江町毛原 
 
○受 賞 理 由                               
・地域の沿革と概要                           

毛原地区は、京都府福知山市大江町に位置する12戸23人の小規模な山間集落であ
る。約600枚の棚田が山裾に広がり、「日本の棚田百選」や「つなぐ棚田遺産」に
選定されるなど、美しい景観と伝統的な農村文化を有している。一方で人口減少や
高齢化が進む中、平成初期から住民による話し合いを重ね、棚田の保全と都市住民
との交流を軸としたむらづくりを展開してきた。 

 
・むらづくり組織の概要 

平成27年に設立された「毛原の棚田ワンダービレッジプロジェクト」は、地域住
民だけでなく毛原を応援する「村外村民」も参加する組織である。「1000年つづく
里づくり」を理念に掲げ、棚田保全、交流活動、商品開発、暮らしの支援などを総
合的に推進している。また、行政、大学、企業、NPOなど多様な主体との連携を進
めながら、地域内外の人材を巻き込んだ持続的な地域運営を実践している。 

 
・むらづくりの取組概要 
（１）農業生産面 

① 棚田オーナー制度や棚田taikanツアーを長年継続し、棚田保全と都市農村交流
を両立している。 

② クラウドファンディングにより食品加工所「毛楽里」を整備し、黒豆の粕漬け
など地域資源を活用した加工品開発や販売に取り組み、女性の活躍の場と収益機
会を創出している。 

③ 棚田オーナーや交流参加者から就農・定住につながる事例が生まれるなど、交
流を担い手確保へとつなげる仕組みを構築している。 

 
（２）生活・環境整備面 

① 地域通貨「けーら」を活用し、草刈りや地域活動への参加を促進することで、 
集落内外の支え合いの仕組みづくりを進めている。 

② 全世帯へのスマートスピーカー導入やICT活用により、見守りや情報共有の充実
を図るとともに、縁側喫茶や交流活動を通じてコミュニティの維持・活性化に取
り組んでいる。 

 
・他地域への普及性と今後の発展方向 

 本取組は、住民主体による長年の話し合いを基盤として、棚田保全、交流活動、
商品開発、生活支援を総合的に展開している点に特徴がある。また、棚田taikanツ
アーや棚田オーナー制度を通じて交流人口を創出し、関係人口、さらには移住・定
住へとつなげる仕組みを構築している。地域通貨やICTの活用など新たな手法も取り
入れながら、小規模集落の維持発展に取り組む本取組は、人口減少や高齢化が進む
全国の中山間地域におけるむらづくりのモデル事例になり得るものである。 

 


